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　豊郷町議会は、6月定例会を6月5日から開会して21日までの17日間の会期で審議、

一般質問、採決を行いました。

　町長から提案された議案18件のうち、承認案件9件（条例の一部を改正する条例案7

件、令和5年度･令和6年度補正予算2件の66,303千円）を承認。各会計補正予算6件

（184,101千円）を各常任委員会に付託しました。

　一般質問は6月5日、6日の2日間で8名の議員が行い、定例会最終日の6月21日に

は各常任委員会に付託していた議案6件（補正予算）について、各常任委員長から付託

審査の結果が報告されたのち採決の結果、原案どおり可決しました。

　また、議員からの発議2件（豊郷町議会の議員の定数を定める条例の一部を改正する

条例案および「地方自治法の一部を改正する法律案」の廃案を求める意見書案）はとも

に否決して閉会しました。

定例議会6月
　町長からの提出議案
� 250,404千円を可決　

世界かんがい施設遺産の候補となった龍ヶ池揚水機場
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次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

委
員
会 Report

◯児童手当制度改正に伴う給付事業
　子育て支援法の成立にともない児童手当が拡充になりました。このことに伴い、支給
対象が18歳に達する日以後の3月31日までに拡大、所得制限の撤廃、第3子加算の延
長、支給時期が2ヵ月に1度支給。

◯新しい生活支援・地域経済対策給付事業
　総合経済対策における物価高への支援として、給付金・定額減税一体措置とした所得
税および個人住民税の調整給付事業。
　　対象者となる方
　　・�所得税分の定額減税可能額が当該納税者の令和6年度分の所得税額（推計）を上

回る方
　　・�個人住民税所得割分の定額減税可能額が当該納税者の令和6年度分の個人住民税

所得割額を上回る方

◯�龍ケ池揚水機場が世界かんがい施設遺産
　登録の受賞事業
　石畑にある龍ケ池揚水機場が世界かんがい施設遺産の候補として、ＩＣＩＤ日本国内
委員会から本部へ申請することが決定されたことに伴い、世界かんがい施設遺産に登録
された際の授賞式（オーストラリアのシドニーで開催）に参加するための渡航費用等。

◯�集落営農が将来にわたり持続可能となる
　ような総合支援事業
　集落営農の活性化に向けたビジョンづくりや若者等の雇用、高収益につながるよう新
たな作物の導入、販路の開拓、共同利用機会等の導入などの取り組みを総合的に支援。

補正の主な事業
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次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

委
員
会 Report

◯児童手当制度改正に伴う給付事業
　子育て支援法の成立にともない児童手当が拡充になりました。このことに伴い、支給
対象が18歳に達する日以後の3月31日までに拡大、所得制限の撤廃、第3子加算の延
長、支給時期が2ヵ月に1度支給。

◯新しい生活支援・地域経済対策給付事業
　総合経済対策における物価高への支援として、給付金・定額減税一体措置とした所得
税および個人住民税の調整給付事業。
　　対象者となる方
　　・�所得税分の定額減税可能額が当該納税者の令和6年度分の所得税額（推計）を上

回る方
　　・�個人住民税所得割分の定額減税可能額が当該納税者の令和6年度分の個人住民税

所得割額を上回る方

◯�龍ケ池揚水機場が世界かんがい施設遺産
　登録の受賞事業
　石畑にある龍ケ池揚水機場が世界かんがい施設遺産の候補として、ＩＣＩＤ日本国内
委員会から本部へ申請することが決定されたことに伴い、世界かんがい施設遺産に登録
された際の授賞式（オーストラリアのシドニーで開催）に参加するための渡航費用等。

◯�集落営農が将来にわたり持続可能となる
　ような総合支援事業
　集落営農の活性化に向けたビジョンづくりや若者等の雇用、高収益につながるよう新
たな作物の導入、販路の開拓、共同利用機会等の導入などの取り組みを総合的に支援。

補正の主な事業
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議
第
41
号  
令
和
6
年
度
豊

郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

総

務

課

問 

一
般
管
理
費
に
お
け
る
職

員
手
当
に
つ
い
て
。

答�

4
月
1
日
の
人
事
異
動
に

伴
う
全
体
の
人
件
費
の
調
整
に

係
る
補
正
予
算
で
す
。

問 

特
別
職
の
期
末
手
当
増
は
。

答�

条
例
改
正
を
承
認
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
そ
ち
ら
に
伴

う
特
別
職
の
手
当
の
増
額
で
す
。

企
画
振
興
課

問 

総
務
費
県
委
託
金
に
お
け

る
全
国
家
計
構
造
調
査
委
託
金

の
委
託
先
お
よ
び
調
査
内
容
に

つ
い
て
。

答�

8
名
の
調
査
員
さ
ん
へ
調

査
を
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。

調
査
内
容
は
、
家
計
に
お
け
る

消
費
、
所
得
、
資
産
お
よ
び
負

債
の
実
態
を
総
合
的
に
把
握

し
、
世
帯
の
所
得
分
布
お
よ
び

消
費
の
水
準
、
構
造
等
を
全
国

減
価
償
却
費
に
つ
い
て
は
、
電

力
計
の
設
置
が
主
な
も
の
で
、

北
部
浄
水
場
内
の
管
理
業
者
が

使
用
し
た
際
に
電
力
を
別
途
請

求
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

問 

資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出

の
企
業
債
に
お
い
て
、
北
部
浄

水
場
新
設
井
戸
詳
細
設
計
が
減

額
と
な
っ
て
い
る
が
、
必
要
な

く
な
っ
た
の
か
、
理
由
は
。

答�

詳
細
設
計
の
予
定
を
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
話

し
合
い
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ

た
た
め
、
今
年
度
の
計
画
を
辞

め
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ

た
た
め
予
算
の
減
額
を
し
ま
し

た
。

問 

こ
の
事
業
費
の
財
源
が
収

入
と
支
出
で
同
額
で
は
な
い
が
。

答�

5
9
0
万
円
7
千
円
と
い

う
事
業
費
に
対
し
て
、
起
債
を

5
9
0
万
円
借
り
入
れ
る
予
定

を
し
て
お
り
ま
し
た
。
起
債
に

つ
い
て
は
、
10
万
円
単
位
で
借

り
入
れ
し
ま
す
の
で
、
5
9
0

万
7
千
円
に
対
し
て
5
9
0
万

円
を
借
り
入
れ
る
予
定
を
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
回
こ
の
歳

出
を
減
額
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
併
せ
て
そ
の
歳
入

部
分
を
減
額
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

議
第
45
号  

令
和
6
年
度
豊

郷
町
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算（
第
1
号
）

上
下
水
道
課

問 

給
与
費
明
細
書
と
給
料
と

の
予
算
額
は
同
額
だ
が
手
当
と

法
定
福
利
費
を
比
較
し
た
際
に

同
額
で
な
い
理
由
は
。

答�

給
与
費
明
細
書
に
は
給
料

と
し
て
の
部
分
を
載
せ
る
た
め
、

差
額
に
つ
い
て
は
社
会
保
障
費

の
分
に
な
り
ご
質
問
の
よ
う
な

差
異
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。

る
操
出
金
の
財
政
安
定
化
支
援

分
は
。

答�

保
険
料
負
担
能
力
分
の
需

要
額
や
年
齢
構
成
差
分
の
需
要

額
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
ま
す
。

産
業
振
興
課

問 

農
林
水
産
業
費
県
補
助
金

に
つ
い
て
吉
田
の
酪
農
フ
ァ
ー

ム
へ
の
機
器
納
入
の
た
め
の
補

助
金
と
説
明
を
い
た
だ
い
て
い

る
が
、
そ
の
補
助
率
は
。

答�

2
分
の
1
で
す
。

上
下
水
道
課

問 

水
道
事
業
費
に
お
け
る
そ

の
他
の
経
費
分
と
は
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
経
費
分
か
。

答�

人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費

に
な
り
ま
す
。

討
論
な
し

全
員
賛
成
で
可
決

的
・
地
域
的
に
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
統
計
調
査

で
す
。

問 

地
域
づ
く
り
推
進
事
業
費

に
お
け
る
郷
土
芸
能
文
化
伝
承

事
業
補
助
金
に
つ
い
て
。

答�
大
字
四
十
九
院
区
さ
ん
が

12
年
に
1
度
の
雨
ご
い
祭
り
を

さ
れ
、
そ
ち
ら
に
伴
う
補
助
金

で
す
。

問 

各
自
治
会
に
こ
の
よ
う
な

要
望
が
あ
れ
ば
対
応
す
る
の
か
。

答�

毎
年
、
毎
年
実
施
さ
れ
る

祭
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
難

し
い
。医

療
保
険
課

問 

歳
入
の
民
生
費
国
庫
負
担

金
に
お
け
る
保
険
基
盤
安
定
保

険
者
支
援
分
負
担
金
の
減
額
理

由
は
。

答�

令
和
5
年
度
の
確
定
し
た

保
険
基
盤
安
定
の
人
数
で
当
初

予
算
を
編
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

7
割
・
5
割
・
2
割
軽
減
人
数

が
減
少
す
る
見
込
み
で
あ
る
た

め
で
す
。

問 

国
民
健
康
保
険
費
に
お
け

問 

減
価
償
却
費
に
お
け
る
構

築
物
減
価
償
却
費
、
機
械
及
び

装
置
減
価
償
却
費
、
工
具
器
具

及
び
備
品
減
価
償
却
費
に
つ
い

て
主
な
も
の
を
具
体
的
に
。

答�

構
築
物
減
価
償
却
費
に
つ

い
て
は
、
北
部
浄
水
場
か
ら
中

山
道
に
向
か
っ
て
配
水
の
本
管

が
あ
り
、
そ
の
本
管
の
耐
震
化

の
分
で
す
。
続
い
て
、
機
械
及

び
装
置
減
価
償
却
費
に
つ
い
て

は
、
北
部
浄
水
場
の
防
犯
セ
ン

サ
ー
、
イ
ン
バ
ー
タ
ー
、
自
家

発
電
装
置
の
更
新
な
ど
で
す
。

最
後
に
、
工
具
器
具
及
び
備
品

委員会 Report委員会 Report

予
算
決
算
常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
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次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

議
案
審
議
　
私
は
こ
う
判
断
／
一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

問 

差
額
に
つ
い
て
は
自
己
財

源
に
な
る
と
い
う
こ
と
か
。

答�

そ
の
と
お
り
で
す
。

討
論
な
し

全
員
賛
成
で
可
決

議
第
46
号  

令
和
6
年
度
豊

郷
町
下
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算（
第
1
号
）

上
下
水
道
課

問 

営
業
費
用
の
総
係
費
の
手

当
に
つ
い
て
の
差
異
は
議
第
45

号
の
内
容
と
同
様
か
。

答�

そ
の
と
お
り
で
す
。

問 

議
第
45
号
同
様
に
減
価
償

却
費
に
お
け
る
構
築
物
減
価
償

却
費
、
機
械
及
び
装
置
減
価
償

却
費
、
工
具
器
具
及
び
備
品
減

価
償
却
費
に
つ
い
て
主
な
も
の

を
具
体
的
に
。

答�

構
築
物
減
価
償
却
費
に
つ

い
て
は
、
沢
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ

ン
プ
に
ゲ
ン
チ
シ
ュ
ー
ト
と
い

う
ご
み
を
取
り
除
く
装
置
を
付

け
ま
し
た
の
で
そ
の
設
置
費
用

で
す
。
続
い
て
、
機
械
及
び
装

置
減
価
償
却
費
に
つ
い
て
は
、

吉
田
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の

水
位
計
交
換
費
用
で
す
。
最
後

に
、
工
具
器
具
及
び
備
品
減
価

償
却
費
に
つ
い
て
は
、
雨
水
流

出
解
析
の
調
査
費
用
で
す
。

討
論
な
し

全
員
賛
成
で
可
決

答�

医
療
分
と
後
期
分
に
つ

い
て
は
、
被
保
険
者
数
は
1
，

5
6
4
人
、
世
帯
数
が
9
0
4

世
帯
。
介
護
分
に
つ
い
て
は
、
被

保
険
者
数
は
4
4
5
人
、
世
帯

数
が
3
7
9
世
帯
で
そ
れ
ぞ
れ

積
算
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
1

世
帯
当
た
り
の
引
き
上
げ
額
は

2
万
8
，6
7
7
円
、
1
人
当
た

り
で
は
1
万
6
，5
7
6
円
で
す
。

問 

著
し
く
収
入
が
減
っ
た
等

の
方
を
対
象
と
し
た
町
の
減
免

規
定
で
適
用
さ
れ
て
い
る
件
数

は
何
件
あ
る
か
。

答�

非
自
発
あ
る
い
は
会
社
都

合
に
よ
っ
て
退
職
さ
れ
た
方
に

対
す
る
軽
減
が
あ
り
、
令
和
5

年
度
実
績
で
は
11
件
で
す
。

問 

賦
課
徴
収
費
に
お
け
る
シ

ス
テ
ム
開
発
委
託
料
は
。

答�

令
和
6
年
度
の
市
町
村
税

課
税
状
況
等
調
の
様
式
変
更
が

あ
っ
た
た
め
、
そ
ち
ら
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
改
修

を
す
る
も
の
で
す
。

医
療
保
険
課

問 

歳
入
で
普
通
交
付
金
2
，

8
0
4
万
7
千
円
の
増
額
補
正

さ
れ
て
い
る
が
、
県
か
ら
の
補

助
金
が
上
が
る
の
か
、
説
明
を
。

答�

当
初
予
算
編
成
時
は
仮
係

数
に
よ
り
予
算
編
成
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
今
回
、
確
定
係
数

に
基
づ
き
、
令
和
6
年
度
に
県

か
ら
豊
郷
町
に
対
し
て
給
付
費

が
こ
れ
だ
け
か
か
る
だ
ろ
う
と

い
う
見
込
み
の
下
、
こ
の
交
付

金
額
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
、
医
療
費
等
が

増
加
す
る
こ
と
に
伴
い
、
県
か

ら
の
交
付
金
も
入
っ
て
き
ま
す

の
で
医
療
費
等
が
ど
の
よ
う
に

伸
び
て
い
く
か
に
よ
っ
て
変
動

し
て
い
く
か
と
思
い
ま
す
。

問 

歳
出
で
医
療
給
付
費
分
が

5
，6
3
4
千
円
減
額
補
正
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
財
源
内
訳

を
み
る
と
、
歳
入
の
国
民
健

康
保
険
運
用
基
金
繰
入
金
2
，

1
8
8
万
6
千
円
の
繰
入
が
減

額
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
令
和

6
年
度
は
5
年
度
の
決
算
剰
余

金
も
出
て
く
る
た
め
、
基
金
繰

入
を
殆
ど
せ
ず
進
め
て
い
け
る

見
込
み
な
の
か
。

答�

税
率
の
改
正
に
伴
い
基
金

の
取
崩
額
を
少
な
く
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
基
金
に
つ
き
ま

し
て
は
、
統
一
化
に
向
け
ま
し

て
、
令
和
6
年
度
、
令
和
7
年

度
、
令
和
8
年
度
、
3
か
年
に

か
け
て
現
在
保
有
し
て
お
り
ま

す
基
金
を
取
り
崩
し
て
保
険
料

に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

て
調
整
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

討
論
な
し

全
員
賛
成
で
可
決

議
第
43
号  
令
和
6
年
度
豊

郷
町
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

医
療
保
険
課

問 

賦
課
徴
収
費
に
お
け
る
役

務
費
の
通
信
運
搬
費
の
増
額
は
。

答�

介
護
保
険
料
の
仮
徴
収
算

定
に
伴
い
保
険
料
の
平
準
化
を

特
別
徴
収
の
対
象
者
の
方
に
す

る
た
め
、
そ
の
通
知
の
郵
便
費

で
す
。

討
論
な
し

全
員
賛
成
で
可
決

議
第
44
号  

令
和
6
年
度
豊

郷
町
後
期
高
齢
者
医
療
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

1
号
）

質
疑
・
討
論
な
し

賛
成
多
数
で
可
決

議
第
42
号  

令
和
6
年
度
豊

郷
町
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
1

号
）税

務

課

問 

国
民
健
康
保
険
税
に
お
け

る
節
1
医
療
給
付
費
分
現
年
度

課
税
分
、
節
2
後
期
高
齢
者
支

援
金
分
現
年
度
課
税
分
、
節
3

介
護
給
付
金
分
現
年
度
課
税
分

そ
れ
ぞ
れ
の
被
保
険
者
数
お
よ

び
世
帯
数
、
1
世
帯
当
た
り
と

1
人
当
た
り
の
引
き
上
げ
平
均

額
は
。

文
教
民
生
常
任
委
員
会
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次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

議
案
審
議
　
私
は
こ
う
判
断
／
一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

問 

差
額
に
つ
い
て
は
自
己
財

源
に
な
る
と
い
う
こ
と
か
。

答�
そ
の
と
お
り
で
す
。

討
論
な
し

全
員
賛
成
で
可
決

議
第
46
号  

令
和
6
年
度
豊

郷
町
下
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算（
第
1
号
）

上
下
水
道
課

問 

営
業
費
用
の
総
係
費
の
手

当
に
つ
い
て
の
差
異
は
議
第
45

号
の
内
容
と
同
様
か
。

答�

そ
の
と
お
り
で
す
。

問 

議
第
45
号
同
様
に
減
価
償

却
費
に
お
け
る
構
築
物
減
価
償

却
費
、
機
械
及
び
装
置
減
価
償

却
費
、
工
具
器
具
及
び
備
品
減

価
償
却
費
に
つ
い
て
主
な
も
の

を
具
体
的
に
。

答�

構
築
物
減
価
償
却
費
に
つ

い
て
は
、
沢
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ

ン
プ
に
ゲ
ン
チ
シ
ュ
ー
ト
と
い

う
ご
み
を
取
り
除
く
装
置
を
付

け
ま
し
た
の
で
そ
の
設
置
費
用

で
す
。
続
い
て
、
機
械
及
び
装

置
減
価
償
却
費
に
つ
い
て
は
、

吉
田
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の

水
位
計
交
換
費
用
で
す
。
最
後

に
、
工
具
器
具
及
び
備
品
減
価

償
却
費
に
つ
い
て
は
、
雨
水
流

出
解
析
の
調
査
費
用
で
す
。

討
論
な
し

全
員
賛
成
で
可
決

答�

医
療
分
と
後
期
分
に
つ

い
て
は
、
被
保
険
者
数
は
1
，

5
6
4
人
、
世
帯
数
が
9
0
4

世
帯
。
介
護
分
に
つ
い
て
は
、
被

保
険
者
数
は
4
4
5
人
、
世
帯

数
が
3
7
9
世
帯
で
そ
れ
ぞ
れ

積
算
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
1

世
帯
当
た
り
の
引
き
上
げ
額
は

2
万
8
，6
7
7
円
、
1
人
当
た

り
で
は
1
万
6
，5
7
6
円
で
す
。

問 

著
し
く
収
入
が
減
っ
た
等

の
方
を
対
象
と
し
た
町
の
減
免

規
定
で
適
用
さ
れ
て
い
る
件
数

は
何
件
あ
る
か
。

答�

非
自
発
あ
る
い
は
会
社
都

合
に
よ
っ
て
退
職
さ
れ
た
方
に

対
す
る
軽
減
が
あ
り
、
令
和
5

年
度
実
績
で
は
11
件
で
す
。

問 

賦
課
徴
収
費
に
お
け
る
シ

ス
テ
ム
開
発
委
託
料
は
。

答�

令
和
6
年
度
の
市
町
村
税

課
税
状
況
等
調
の
様
式
変
更
が

あ
っ
た
た
め
、
そ
ち
ら
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
改
修

を
す
る
も
の
で
す
。

医
療
保
険
課

問 

歳
入
で
普
通
交
付
金
2
，

8
0
4
万
7
千
円
の
増
額
補
正

さ
れ
て
い
る
が
、
県
か
ら
の
補

助
金
が
上
が
る
の
か
、
説
明
を
。

答�

当
初
予
算
編
成
時
は
仮
係

数
に
よ
り
予
算
編
成
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
今
回
、
確
定
係
数

に
基
づ
き
、
令
和
6
年
度
に
県

か
ら
豊
郷
町
に
対
し
て
給
付
費

が
こ
れ
だ
け
か
か
る
だ
ろ
う
と

い
う
見
込
み
の
下
、
こ
の
交
付

金
額
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
、
医
療
費
等
が

増
加
す
る
こ
と
に
伴
い
、
県
か

ら
の
交
付
金
も
入
っ
て
き
ま
す

の
で
医
療
費
等
が
ど
の
よ
う
に

伸
び
て
い
く
か
に
よ
っ
て
変
動

し
て
い
く
か
と
思
い
ま
す
。

問 

歳
出
で
医
療
給
付
費
分
が

5
，6
3
4
千
円
減
額
補
正
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
財
源
内
訳

を
み
る
と
、
歳
入
の
国
民
健

康
保
険
運
用
基
金
繰
入
金
2
，

1
8
8
万
6
千
円
の
繰
入
が
減

額
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
令
和

6
年
度
は
5
年
度
の
決
算
剰
余

金
も
出
て
く
る
た
め
、
基
金
繰

入
を
殆
ど
せ
ず
進
め
て
い
け
る

見
込
み
な
の
か
。

答�

税
率
の
改
正
に
伴
い
基
金

の
取
崩
額
を
少
な
く
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
基
金
に
つ
き
ま

し
て
は
、
統
一
化
に
向
け
ま
し

て
、
令
和
6
年
度
、
令
和
7
年

度
、
令
和
8
年
度
、
3
か
年
に

か
け
て
現
在
保
有
し
て
お
り
ま

す
基
金
を
取
り
崩
し
て
保
険
料

に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

て
調
整
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

討
論
な
し

全
員
賛
成
で
可
決

議
第
43
号  

令
和
6
年
度
豊

郷
町
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

医
療
保
険
課

問 

賦
課
徴
収
費
に
お
け
る
役

務
費
の
通
信
運
搬
費
の
増
額
は
。

答�

介
護
保
険
料
の
仮
徴
収
算

定
に
伴
い
保
険
料
の
平
準
化
を

特
別
徴
収
の
対
象
者
の
方
に
す

る
た
め
、
そ
の
通
知
の
郵
便
費

で
す
。

討
論
な
し

全
員
賛
成
で
可
決

議
第
44
号  

令
和
6
年
度
豊

郷
町
後
期
高
齢
者
医
療
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

1
号
）

質
疑
・
討
論
な
し

賛
成
多
数
で
可
決

議
第
42
号  

令
和
6
年
度
豊

郷
町
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
1

号
）税

務

課

問 

国
民
健
康
保
険
税
に
お
け

る
節
1
医
療
給
付
費
分
現
年
度

課
税
分
、
節
2
後
期
高
齢
者
支

援
金
分
現
年
度
課
税
分
、
節
3

介
護
給
付
金
分
現
年
度
課
税
分

そ
れ
ぞ
れ
の
被
保
険
者
数
お
よ

び
世
帯
数
、
1
世
帯
当
た
り
と

1
人
当
た
り
の
引
き
上
げ
平
均

額
は
。

文
教
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議案審議私私ははこう判断こう判断
令和6年� 6月 �定例会
全員賛成
議第29号 専決処分につき承認を求めることについて（豊郷町税条例の一部を改正する条例）
議第30号 専決処分につき承認を求めることについて（豊郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
議第31号 専決処分につき承認を求めることについて（豊郷町監査委員に関する条例の一部を改正する条例）

議第32号 専決処分につき承認を求めることについて（豊郷町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正
する条例）

議第33号 専決処分につき承認を求めることについて（豊郷町下水道事業の設置等に関する条例の一部を改
正する条例）

議第34号 専決処分につき承認を求めることについて（豊郷町水道事業給水条例の一部を改正する条例）

議第35号 専決処分につき承認を求めることについて（豊郷町布設工事監督者の配置基準および資格基準な
らびに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部を改正する条例）

議第36号 専決処分につき承認を求めることについて（令和5年度豊郷町一般会計補正予算（第10号））
議第37号 専決処分につき承認を求めることについて（令和6年度豊郷町一般会計補正予算（第1号））
議第38号 令和5年度豊郷町一般会計繰越明許費繰越計算書について
議第39号 令和5年度豊郷町水道事業会計繰越計算書について
議第40号 令和5年度豊郷町下水道事業会計繰越計算書について
議第41号 令和6年度豊郷町一般会計補正予算（第2号）
議第42号 令和6年度豊郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）
議第43号 令和6年度豊郷町介護保険事業特別会計補正予算（第1号）
議第45号 令和6年度豊郷町水道事業会計補正予算（第1号）
議第46号 令和6年度豊郷町下水道事業会計補正予算（第1号）

賛否が分かれたもの
議員名

結果長
谷
川

西
　山

井
　上

本
　田

辻󠄀󠄀
　本

中
　島

前
　田

西
　澤

鈴
　木

河
　合

今
　村

村
　岸

議第44号 令和6年度豊郷町後期高齢者医療
事業特別会計補正予算（第1号） 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 棄権 × - 可決

発議第3号 豊郷町議会の議員の定数を定める
条例の一部を改正する条例案 × × × × × × × × × 〇 ☒ - 否決

発議第4号 「地方自治法の一部を改正する法律
案」の廃案を求める意見書案 × × × 〇 × × × × 〇 〇 ◎ - 否決

（〇は賛成、◎は賛成討論を行った、×は反対、☒は反対討論を行った。議長は可否同数の場合のみ採決に加わる。）

委員会等の出欠状況
日　付 会　　議

議員名
長
谷
川

西
　山

井
　上

本
　田

辻󠄀󠄀
　本

中
　島

前
　田

西
　澤

鈴
　木

河
　合

今
　村

村
　岸

5月30日 議会議員全員協議会 出 出 出 出 欠 出 出 出 出 出 出 出
6月  5日 第2回定例会（開会） 出 出 出 出 欠 出 出 出 出 出 出 出
6月  6日 第2回定例会（一般質問） 出 出 出 出 欠 出 出 出 出 出 出 出
6月10日 予算決算常任委員会 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出
6月11日 総務産業建設常任委員会 － 出 出 － 出 － 出 － 出 － － 出
6月12日 文教民生常任委員会 出 － － 出 － 出 － 出 － 欠 出 －
6月21日 第2回定例会（再開） 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出
注1　「出」は出席、「欠」は欠席です。　注2　委員会は、所属する委員のみあらわしており、「ー」は出席の必要はありません。

とよさと議会  令和6年8月23日発行　 6

次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

一般質問とは 　議員が、町が処理するすべての事務について質問し、町長の所信を質した
り、事実関係を明らかにするだけではなく、政策について議論するものです。

ここが聞きたい
一 般 質 問

6月議会では8議員が一般質問を行いました。（質問順）

·
本
田
　
き
よ
は
る
議
員

★
可
燃
性
ご
み
と
し
て
の
古
着
回
収
の
方
法
の
改
善

に
つ
い
て
の
見
解
を
求
め
る

★
豊
郷
小
学
校
旧
校
舎
群
の
改
修
工
事
に
な
ぜ
国
庫

補
助
を
活
用
し
な
か
っ
た
の
か
、
説
明
を
求
め
る

　
・
町
民
体
育
館
・
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
使
用
料

の
軽
減
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
の
見
解
を
求

め
る

　
・
区
の
分
館
活
動
と
し
て
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利

用
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
利
用
料
を
無
料
に
す
る

か
、
分
館
活
動
費
と
し
て
の
補
助
対
象
に
す
べ
き

だ
と
考
え
る
が
、
町
の
見
解
を
求
め
る

　
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

·
西
澤
　
ひ
ろ
か
ず
議
員

　
・
み
ん
な
で
参
加
、
防
災
訓
練
！
に
す
る
に
は

★
町
独
自
の
防
災
対
策
推
進
を

　
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

·
今
村
　
え
み
こ
議
員

　
・
改
良
住
宅
の
譲
渡
促
進
、
町
営
住
宅
﹁
共
益
費
﹂

の
改
善
を

・
介
護
保
険
会
計
の
黒
字
金
額
は
高
齢
者
へ
還
元
を

★
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
公
共
施
設
・
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
あ
り
方
を
問
う

★
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備
を

·
い
の
う
え
　
き
み
子
議
員

★
住
民
基
本
台
帳
の
個
人
情
報
流
出
に
つ
い
て

⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

·
中
島
　
政
幸
議
員

　
・
災
害
時
に
お
け
る
避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
避

難
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

★
空
き
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の

一
部
を
改
正
に
つ
い
て

⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

·
長
谷
川
　
た
か
や
す
議
員

★
第
２
次
豊
郷
町
地
域
福
祉
計
画
に
つ
い
て

　
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

·
鈴
木
　
べ
ん
い
ち
議
員

　
・
町
職
員
の
待
遇
改
善
を

★
移
動
支
援
事
業
の
拡
充
を

　
・
地
域
計
画
に
つ
い
て
問
う

　
・
資
源
ご
み
回
収
施
設
・
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設

置
を

★
ゴ
ミ
削
減
目
標
の
実
現
に
つ
い
て
問
う
。

⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

·
か
わ
い
　
勇
議
員

★
町
営
住
宅
の
管
理
と
基
準
に
つ
い
て

★
の
質
問
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

一般質問とは 　議員が、町が処理するすべての事務について質問し、町長の所信を質した
り、事実関係を明らかにするだけではなく、政策について議論するものです。

ここが聞きたい
一 般 質 問

6月議会では8議員が一般質問を行いました。（質問順）

·
本
田
　
き
よ
は
る
議
員

★
可
燃
性
ご
み
と
し
て
の
古
着
回
収
の
方
法
の
改
善

に
つ
い
て
の
見
解
を
求
め
る

★
豊
郷
小
学
校
旧
校
舎
群
の
改
修
工
事
に
な
ぜ
国
庫

補
助
を
活
用
し
な
か
っ
た
の
か
、
説
明
を
求
め
る

　
・
町
民
体
育
館
・
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
使
用
料

の
軽
減
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
の
見
解
を
求

め
る

　
・
区
の
分
館
活
動
と
し
て
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利

用
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
利
用
料
を
無
料
に
す
る

か
、
分
館
活
動
費
と
し
て
の
補
助
対
象
に
す
べ
き

だ
と
考
え
る
が
、
町
の
見
解
を
求
め
る

　
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

·
西
澤
　
ひ
ろ
か
ず
議
員

　
・
み
ん
な
で
参
加
、
防
災
訓
練
！
に
す
る
に
は

★
町
独
自
の
防
災
対
策
推
進
を

　
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

·
今
村
　
え
み
こ
議
員

　
・
改
良
住
宅
の
譲
渡
促
進
、
町
営
住
宅
﹁
共
益
費
﹂

の
改
善
を

・
介
護
保
険
会
計
の
黒
字
金
額
は
高
齢
者
へ
還
元
を

★
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
公
共
施
設
・
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
あ
り
方
を
問
う

★
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備
を

·
い
の
う
え
　
き
み
子
議
員

★
住
民
基
本
台
帳
の
個
人
情
報
流
出
に
つ
い
て

⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

·
中
島
　
政
幸
議
員

　
・
災
害
時
に
お
け
る
避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
避

難
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

★
空
き
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の

一
部
を
改
正
に
つ
い
て

⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

·
長
谷
川
　
た
か
や
す
議
員

★
第
２
次
豊
郷
町
地
域
福
祉
計
画
に
つ
い
て

　
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

·
鈴
木
　
べ
ん
い
ち
議
員

　
・
町
職
員
の
待
遇
改
善
を

★
移
動
支
援
事
業
の
拡
充
を

　
・
地
域
計
画
に
つ
い
て
問
う

　
・
資
源
ご
み
回
収
施
設
・
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設

置
を

★
ゴ
ミ
削
減
目
標
の
実
現
に
つ
い
て
問
う
。

⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

·
か
わ
い
　
勇
議
員

★
町
営
住
宅
の
管
理
と
基
準
に
つ
い
て

★
の
質
問
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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問

可
燃
性
ご
み
と
し
て
の
古

着
は
、
厚
く
、
切
る
こ
と
が
困

難
な
生
地
が
あ
り
、
困
難
古
着

の
回
収
方
法
の
改
善
を
求
め
ま

す
。

答

古
着
は
、
再
利
用
資
源
と

し
て
年
2
回
回
収
し
て
お
り
ま

す
。
汚
れ
臭
い
破
れ
が
あ
る
子

ど
も
服
は
そ
の
ま
ま
で
捨
て
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
大

人
の
服
は
、
両
袖
を
切
り
、
身

頃
は
真
ん
中
で
1
回
切
る
。
ま

た
、
長
ズ
ボ
ン
は
膝
ぐ
ら
い
で

1
回
切
っ
て
い
た
だ
く
と
、
50

セ
ン
チ
以
内
に
収
ま
り
ま
す
。

豊
郷
町
の
可
燃
ご
み
は
全
て
リ

バ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
て

お
り
、
古
着
は
50
セ
ン
チ
に
切
っ

て
、
燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
回

収
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問

豊
郷
小
学
校
旧
校
舎
群
の

有
効
な
活
用
方
法
と
し
て
、
学

校
歴
史
博
物
館
を
提
案
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
学
校
歴
史
博
物

館
は
全
国
で
京
都
に
存
在
す
る

だ
け
で
す
。
豊
郷
小
学
校
旧
校

舎
群
は
、
歴
史
的
建
造
物
と
し

て
の
魅
力
と
懐
か
し
さ
が
感
じ

ら
れ
る
と
、
今
で
も
全
国
か
ら

の
訪
問
者
も
多
く
、
こ
の
建
造

物
が
博
物
館
と
な
れ
ば
一
層
そ

の
価
値
は
高
ま
り
ま
す
。
全
国

唯
一
存
在
す
る
京
都
市
学
校
歴

史
博
物
館
と
違
っ
て
近
江
商
人

と
結
び
つ
い
た
歴
史
的
発
展
、

個
人
の
寄
贈
と
し
て
の
価
値
、

近
代
的
価
値
と
し
て
の
学
校
の

価
値
を
打
ち
出
し
て
は
ど
う
か
。

　
あ
わ
せ
て
、
近
代
遺
産
と
し

て
価
値
が
認
め
ら
れ
る
龍
ケ
池

が
す
ぐ
近
く
に
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
２
つ
の
近
代
遺
産
を
有

効
活
用
し
た
構

想
を
打
ち
出
せ

な
い
か
。
見
解

を
求
め
ま
す
。

答

博
物
館
構

想
で
す
け
れ
ど

も
、
非
常
に
す

ば
ら
し
い
案
か

と
は
思
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
当

然
、
展
示
替
え

と
か
新
し
い
展

示
を
し
よ
う
と

考
え
ま
す
と
、

学
芸
員
の
雇
用

を
し
た
り
、
ま

た
、
職
員
を
置

い
た
り
し
て
、

今
以
上
に
日
々
の
維
持
費
が
要

る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
い
う

こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
辺

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
ま
し
て
、

今
、
校
舎
1
階
に
は
展
示
室
で

学
校
の
歴
史
等
も
展
示
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
で
代
用
で

き
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

古着の回収方法の改善を

可燃性ゴミとしての回収方法の変更は
 考えていない

考
え
て
い
な
い

豊
郷
小
学
校
旧
校
舎
群
を

学
校
歴
史
博
物
館
に

本田  きよはる 議員
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次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

問

豊
郷
町
の
地
域
防
災
計
画

で
は
、
町
域
の
防
災
に
関
し
、

国
・
県
・
町
及
び
他
の
防
災
関

係
機
関
等
を
通
じ
、
必
要
な
体

制
を
確
立
し
、
責
任
の
所
在
を

明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
災
害

予
防
、
災
害
応
急
対
策
、
財
源

及
び
そ
の
他
の
必
要
な
災
害
対

策
の
基
本
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
総
合
的
な
計
画
的
な
防
災

行
政
の
整
備
な
ど
の
推
進
を
図

る
と
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
次

の
点
に
つ
い
て
答
弁
を
求
め
ま

す
。

　
毎
年
1
回
、
地
域
住
民
と
一

体
と
な
っ
た
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
す
る
と
あ
る
が
、
こ
の
防

災
訓
練
の
実
施
に
当
た
り
、
町

民
に
対
し
て
の
意
見
交
換
等
は

あ
る
の
か
。

　
各
機
関
の
連
携
体
制
の
強
化

及
び
住
民
の
防
災
意
識
の
向
上

を
図
る
た
め
、
相
互
協
力
に
基

づ
き
、
各
種
災
害
を
想
定
し
た

訓
練
を
実
施
す
る
と
あ
る
が
、

区
や
各
種
団
体
、企
業
等
で
個
々

に
防
災
訓
練
を
行
っ
た
場
合
に
、

行
政
か
ら
の
支
援
・
協
力
等
は

あ
る
の
か
。

　
町
と
し
て
の
防
災
、
災
害
予

防
と
い
う
観
点
か
ら
、
河
川
の

破
堤
、
溢
水
な
ど
の
水
害
か
ら

町
民
を
守
る
、
防
ぐ
た
め
の
独

自
の
対
策
や
計
画
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
。

答

1
点
目
、
防
災
訓
練
の
実

施
に
つ
い
て
は
、
毎
年
4
月
の

区
長
会
で
概
要
を
説
明
し
、
そ

の
場
で
意
見
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
も
踏
ま
え
て
計
画
を
策
定

し
、
8
月
の

区
長
会
で
再

度
説
明
し
、

ご
意
見
を

伺
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

2
点
目
、

区
や
各
種
団

体
へ
の
訓
練

に
つ
い
て
は
、

支
援
・
協
力

さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
相
談
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
月
22
日
、

23
日
に
は
、
ア
ザ
ッ
ク
と
よ
さ

と
さ
ん
が
防
災
キ
ャ
ン
プ
を
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
し
て
、
共
催
の
打
診
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
快
諾
し
ま
し
て
、

協
力
し
て
実
施
す
る
予
定
を
し

て
お
り
ま
す
。

3
点
目
、
予
防
の
観
点
か
ら

の
独
自
対
策
や
計
画
等
に
つ
い

て
は
、
町
独
自
の
改
修
計
画
等

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
定
期
的

町独自の防災対策推進は

安心・安全な地域づくりを進める

に
浚
渫
を
実
施
し
て
い
た
だ
く

よ
う
、
要
望
を
続
け
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
5

月
29
日
に
は
、湖
東
圏
域
水
害
・

土
砂
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り

協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
国
、
県
、

1
市
4
町
、
気
象
台
が
出
席
し
、

大
雨
時
の
対
応
等
に
つ
い
て
情

報
交
換
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
、

今
後
も
安
心
・
安
全
な
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

西澤  ひろかず 議員
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次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

問

豊
郷
町
の
地
域
防
災
計
画

で
は
、
町
域
の
防
災
に
関
し
、

国
・
県
・
町
及
び
他
の
防
災
関

係
機
関
等
を
通
じ
、
必
要
な
体

制
を
確
立
し
、
責
任
の
所
在
を

明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
災
害

予
防
、
災
害
応
急
対
策
、
財
源

及
び
そ
の
他
の
必
要
な
災
害
対

策
の
基
本
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
総
合
的
な
計
画
的
な
防
災

行
政
の
整
備
な
ど
の
推
進
を
図

る
と
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
次

の
点
に
つ
い
て
答
弁
を
求
め
ま

す
。

　
毎
年
1
回
、
地
域
住
民
と
一

体
と
な
っ
た
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
す
る
と
あ
る
が
、
こ
の
防

災
訓
練
の
実
施
に
当
た
り
、
町

民
に
対
し
て
の
意
見
交
換
等
は

あ
る
の
か
。

　
各
機
関
の
連
携
体
制
の
強
化

及
び
住
民
の
防
災
意
識
の
向
上

を
図
る
た
め
、
相
互
協
力
に
基

づ
き
、
各
種
災
害
を
想
定
し
た

訓
練
を
実
施
す
る
と
あ
る
が
、

区
や
各
種
団
体
、企
業
等
で
個
々

に
防
災
訓
練
を
行
っ
た
場
合
に
、

行
政
か
ら
の
支
援
・
協
力
等
は

あ
る
の
か
。

　
町
と
し
て
の
防
災
、
災
害
予

防
と
い
う
観
点
か
ら
、
河
川
の

破
堤
、
溢
水
な
ど
の
水
害
か
ら

町
民
を
守
る
、
防
ぐ
た
め
の
独

自
の
対
策
や
計
画
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
。

答

1
点
目
、
防
災
訓
練
の
実

施
に
つ
い
て
は
、
毎
年
4
月
の

区
長
会
で
概
要
を
説
明
し
、
そ

の
場
で
意
見
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
も
踏
ま
え
て
計
画
を
策
定

し
、
8
月
の

区
長
会
で
再

度
説
明
し
、

ご
意
見
を

伺
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

2
点
目
、

区
や
各
種
団

体
へ
の
訓
練

に
つ
い
て
は
、

支
援
・
協
力

さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
相
談
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
月
22
日
、

23
日
に
は
、
ア
ザ
ッ
ク
と
よ
さ

と
さ
ん
が
防
災
キ
ャ
ン
プ
を
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
し
て
、
共
催
の
打
診
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
快
諾
し
ま
し
て
、

協
力
し
て
実
施
す
る
予
定
を
し

て
お
り
ま
す
。

3
点
目
、
予
防
の
観
点
か
ら

の
独
自
対
策
や
計
画
等
に
つ
い

て
は
、
町
独
自
の
改
修
計
画
等

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
定
期
的

町独自の防災対策推進は

安心・安全な地域づくりを進める

に
浚
渫
を
実
施
し
て
い
た
だ
く

よ
う
、
要
望
を
続
け
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
5

月
29
日
に
は
、湖
東
圏
域
水
害
・

土
砂
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り

協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
国
、
県
、

1
市
4
町
、
気
象
台
が
出
席
し
、

大
雨
時
の
対
応
等
に
つ
い
て
情

報
交
換
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
、

今
後
も
安
心
・
安
全
な
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

西澤  ひろかず 議員
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今村  えみこ 議員

問
﹁
豊
郷
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
﹂
令
和
4
年
改
訂
版

は
、
豊
郷
町
の
人
口
が
、
向
こ

う
10
年
間
7
，0
0
0
人
を
下
ら

な
い
と
推
計
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
公
共
施
設
は
長
寿
命
化

計
画
で
80
年
は
使
う
と
あ
り
ま

す
。
町
道
、
水
路
、
上
下
水
道

の
イ
ン
フ
ラ
関
係
も
、
適
時
、

修
繕
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
維
持
で

き
る
と
書
い
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
豊
郷
町
が
今
後
や

る
べ
き
こ
と
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
町
、
福
祉
型
公
共
事
業
、
福

祉
型
行
財
政
運
営
で
す
。
地
域

の
中
で
学
校
が
な
く
な
る
と
そ

の
地
域
が
非
常
に
疲
弊
し
ま
す
。

子
育
て
世
帯
や
高
齢
者
が
と
も

に
住
め
る
社
会
空
間
、
地
域
空

間
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
町
長
の
見
解
を
問
い
ま
す
。

答

私
は
、﹁
全
国
公
立
学
校
の

施
設
整
備
期
成
会
﹂
の
会
長
を

務
め
ま
し
て
、
そ
の
中
で
も
論

議
さ
れ
て
い
ま
す
。
豊
郷
町
は

今
の
と
こ
ろ
、
そ
う
い
う
状
況

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。
し
か
し
、

20
年
30
年
後
に
は
、
小
学
校
を

一
つ
の
起
点
と
し
て
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
が
集
い
、
さ
ら
に

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
い

う
よ
う
な
総
合
的
施
設
に
改
造

す
る
こ
と
も
必
要
と
思
っ
て
い

ま
す
。

問

①
待
機
児
童
解
消
へ
町
の

取
り
組
み
は
進
み
ま
し
た
か
。

②
学
童
保
育
利
用
人
数
は
増
え

て
い
ま
す
。
夏
休
み
期
間
は
、

三
ツ
池
児
童
館
を
第
3
の
学
童

保
育
分
館
と
し
て
試
行
的
に
活

用
し
て
は
い
か
が
か
。

答

①
に
つ
い
て
は
、
現
時
点

で
も
応
募
は
あ
り
ま
せ
ん
。
②

に
つ
い
て
は
、
三
ツ
池
児
童
館

は
課
題
が
多
い
と
考
え
、
現
時

点
で
は
、
ご
意
見
と
し
て
伺
っ

て
お
き
ま
す
。

問

今
年
度
、
民
間
の
崇
徳
保

育
園
で
ゼ
ロ
歳
児
を
受
け
入
れ

て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、

見
学
を
さ
せ
て
頂
き
、
昼
食
時

間
中
で
し
た
が
、
元
気
に
離
乳

食
な
ど
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。

崇
徳
保
育
園
は
今
年
度
ゼ
ロ
歳

児
3
名
、
1
歳
児
12
名
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。
給
与
引
き
上

げ
や
報
奨
制
度
の
導
入
な
ど
考

え
ま
せ
ん
か
。

答

報
奨
制
度
は
研
究
を
し
ま

す
。
会
計
年
度
任
用
職
員
の
賃

金
引
き
上
げ
は
、
考
え
て
い
き

ま
す
。

問

か
っ
て
、
三
ツ
池
児
童
館

で
学
童
保
育
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
三
ツ
池
児
童
館
は
、

改
修
も
さ
れ
、
洋
式
ト
イ
レ
で
、

室
内
遊
技
場
、学
習
室
、休
憩
室
、

調
理
室
な
ど
あ
り
、
施
設
の
横

に
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
り
ま

す
。
夏
休
み
期
間
、
活
動
量
の

多
い
高
学
年
に
は
よ
い
施
設
で

す
。
活
用
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

答

友
達
関
係
や
人
間
関
係
、

指
導
員
さ
ん
と
の
関
係
も
あ
り
、

も
う
少
し
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

人口減少社会における
� 公共施設、インフラ整備を問う

小学校を起点として、
　　　　地域コミュニティの施設へ

安心して子育てができる豊郷を

ご意見として伺います

とよさと議会  令和6年8月23日発行　 10

次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

問

個
人
情
報
流
出
に
つ
い
て
、

令
和
6
年
2
月
27
日
に
、
懲
戒

審
査
委
員
会
の
審
査
結
果
を
基

に
職
員
の
処
分
を
発
表
し
ま
し

た
。
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

回
収
し
た
と
言
っ
て
い
る
名
簿

を
持
っ
て
い
る
人
も
い
る
、
職

員
が
課
長
の
と
き
か
ら
流
出
し

て
い
た
、
処
分
が
軽
い
の
で
は

な
い
か
等
の
声
を
聞
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
職
員
に
対
す
る

流
出
防
止
の
方
法
は
ど
の
よ
う

に
変
え
る
か
。
回
収
し
た
と
言
っ

て
い
る
名
簿
は
、
職
員
が
課
長

を
し
て
い
た
3
年
前
か
ら
の
も

の
な
の
か
。
3
月
1
日
か
ら

1
ヶ
月
の
停
職
処
分
。
4
月
1

日
の
復
職
時
、
部
署
異
動
も
可

能
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答
︻
住
民
生
活
課
長
︼
職
員
研

修
は
令
和
6
年
3
月
、
総
務
課

主
催
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研

修
を
1
回
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

研
修
を
1
回
実
施
し
ま
し
た
。

住
民
生
活
課
で
は
、
口
頭
で
の

依
頼
は
一
切
応
じ
な
い
。
依
頼
は

全
て
担
当
課
長
か
ら
住
民
生
活

課
長
宛
て
に
申
請
依
頼
書
を
提

出
す
る
よ
う
、
見
直
し
ま
し
た
。

答
︻
総
務
課
長
︼
今
回
流
出
し

た
も
の
を
回
収
し
て
お
り
ま
す
。

過
去
の
分
に
つ
い
て
は
、
区
の

事
務
所
に
行
き
、
古
い
フ
ァ
イ

ル
等
に
残
っ
て
い
る
も
の
は
回

収
し
、
残
っ
て
い
な
い
も
の
は
、

調
査
に
行
く
ま
で
に
処
分
さ
れ

て
い
た
と
い
う
判
断
で
す
。

答
︻
町
長
︼
総
務
省
の
住
基
課

長
に
直
々
に
お
願
い
し
、
謝
罪

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
処

分
に
つ
い
て
は
、
審
査
委
員
会

で
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
検

討
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

部
署
に
つ
い
て
は
、
当
人
の
反

省
、
至
っ
た
経
過
を
記
述
し
た

弁
明
書
を
読
ん
だ
結
果
、
私
が

判
断
し
ま
し
た
。
今
後
、
こ
う

い
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
私
が
し
っ

か
り
責
任
を
取
り
ま
す
。

処分が甘いのでは！！

私が責任を取ります
いのうえ  きみ子 議員
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次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

問

個
人
情
報
流
出
に
つ
い
て
、

令
和
6
年
2
月
27
日
に
、
懲
戒

審
査
委
員
会
の
審
査
結
果
を
基

に
職
員
の
処
分
を
発
表
し
ま
し

た
。
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

回
収
し
た
と
言
っ
て
い
る
名
簿

を
持
っ
て
い
る
人
も
い
る
、
職

員
が
課
長
の
と
き
か
ら
流
出
し

て
い
た
、
処
分
が
軽
い
の
で
は

な
い
か
等
の
声
を
聞
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
職
員
に
対
す
る

流
出
防
止
の
方
法
は
ど
の
よ
う

に
変
え
る
か
。
回
収
し
た
と
言
っ

て
い
る
名
簿
は
、
職
員
が
課
長

を
し
て
い
た
3
年
前
か
ら
の
も

の
な
の
か
。
3
月
1
日
か
ら

1
ヶ
月
の
停
職
処
分
。
4
月
1

日
の
復
職
時
、
部
署
異
動
も
可

能
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答
︻
住
民
生
活
課
長
︼
職
員
研

修
は
令
和
6
年
3
月
、
総
務
課

主
催
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研

修
を
1
回
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

研
修
を
1
回
実
施
し
ま
し
た
。

住
民
生
活
課
で
は
、
口
頭
で
の

依
頼
は
一
切
応
じ
な
い
。
依
頼
は

全
て
担
当
課
長
か
ら
住
民
生
活

課
長
宛
て
に
申
請
依
頼
書
を
提

出
す
る
よ
う
、
見
直
し
ま
し
た
。

答
︻
総
務
課
長
︼
今
回
流
出
し

た
も
の
を
回
収
し
て
お
り
ま
す
。

過
去
の
分
に
つ
い
て
は
、
区
の

事
務
所
に
行
き
、
古
い
フ
ァ
イ

ル
等
に
残
っ
て
い
る
も
の
は
回

収
し
、
残
っ
て
い
な
い
も
の
は
、

調
査
に
行
く
ま
で
に
処
分
さ
れ

て
い
た
と
い
う
判
断
で
す
。

答
︻
町
長
︼
総
務
省
の
住
基
課

長
に
直
々
に
お
願
い
し
、
謝
罪

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
処

分
に
つ
い
て
は
、
審
査
委
員
会

で
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
検

討
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

部
署
に
つ
い
て
は
、
当
人
の
反

省
、
至
っ
た
経
過
を
記
述
し
た

弁
明
書
を
読
ん
だ
結
果
、
私
が

判
断
し
ま
し
た
。
今
後
、
こ
う

い
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
私
が
し
っ

か
り
責
任
を
取
り
ま
す
。

処分が甘いのでは！！

私が責任を取ります
いのうえ  きみ子 議員
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問

空
き
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、

管
理
不
全
空
き
家
や
特
定
空
き

家
と
し
て
の
指
導
を
受
け
、
そ

れ
に
従
わ
ず
勧
告
を
受
け
る
と
、

固
定
資
産
税
等
の
軽
減
措
置
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
と
踏
み
込

ん
だ
改
正
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
特
措
法
を
受
け
、
踏
み
込

ん
だ
空
き
家
対
策
を
よ
り
加
速

化
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
、
考
え
を
お
聞

き
い
た
し
ま
す
。

答

従
来
と
は
違
う
取
組
を
す

る
必
要
が
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
度
中
に
管
理
不
全
空
き
家

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る

な
ど
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問

踏
み
込
ん
だ
法
改
正
を
行

う
中
、
現
状
維
持
で
は
な
く
踏

み
込
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、

具
体
的
な
考
え
が
あ
れ
ば
、
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答

空
き
家
対
策
協
議
会
に
諮

り
ま
し
て
、
議
論
を
経
た
上
で

具
体
策
を
策
定
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問

空
き
家
を
所
有
さ
れ
、
町

内
、
地
方
に
お
ら
れ
、
実
家
の

こ
と
は
気
に
な
る
が
、
正
直
な

か
な
か
帰
れ
な
い
、
1
人
で
動

け
な
い
な
ど
様
々
な
理
由
が
あ

る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
ふ
る
さ

と
納
税
を
活
用
し
、
年
に
何
度

か
継
続
的
に
空
き
家
の
草
刈
り

や
管
理
等
の
返
礼
品
を
案
内
し
、

事
前
の
対
策
が
で
き
、ウ
ィ
ン
・

ウ
ィ
ン
の
関
係
を
築
け
る
方
法

な
ど
、
一
度
検
討
さ
れ
た
ら
と

思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

答

ご
提
案
を
受
け
ま
し
て
再

度
、
相
談
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

可
能
で
あ
れ
ば
返
礼
品
と
し
て

持
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

空き家対策の推進に関する特別措置
法の一部を改正する改正について

可能であれば返礼品として
 持っていきたいと考えております

中島  政幸 議員

とよさと議会  令和6年8月23日発行　 12

次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

問

第
2
次
豊
郷
町
地
域
福
祉

計
画
に
つ
い
て
、
次
の
点
を
問

い
ま
す
。

○
子
供
、
若
い
世
代
が
元
気
に

活
躍
で
き
る
町
の
中
で
、
空

き
家
、
空
き
店
舗
の
有
効
な

活
用
で
町
は
ど
の
よ
う
な
協

力
を
す
る
の
か
。
協
力
・
補

助
を
具
体
的
に
問
う
。

○
若
い
世
代
が
住
み
続
け
た
く

な
る
地
域
づ
く
り
の
中
で
、

公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上

と
書
か
れ
て
い
る
が
、
あ
い

の
り
タ
ク
シ
ー
の
営
業
時
間

の
延
長
を
交
渉
す
る
の
か
、

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
導
入
す
る

の
か
。

○
災
害
時
の
要
支
援
者
へ
の
支

援
体
制
の
確
立
の
中
で
、
防

災
、
減
災
対
策
の
強
化
は
ど

の
よ
う
な
対
策
か
。

○
安
心
し
て
子
育
て
の
で
き
る

町
づ
く
り
の
中
で
、
交
通
安

全
対
策
、
防
犯
対
策
の
強
化

と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
実

施
す
る
の
か
。

○
若
い
世
代
の
流
出
に
つ
い
て
、

滋
賀
県
警
の
出
し
て
い
る
統

計
の
中
で
治
安
状
況
が
よ
く

な
い
、
そ
う
い
う
点
を
他
町
、

他
地
域
の
人
か
ら
言
わ
れ
る

の
が
﹁
イ
ヤ
﹂
で
住
み
た
く

な
い
と
言
う
人
も
少
な
く
な

い
、
防
犯
対
策
の
強
化
と
い

う
の
な
ら
ど
の
よ
う
な
対
策

を
取
っ
て
い
く
の
か
お
答
え

く
だ
さ
い
。

答

治
安
の
問
題
で
す
が
豊

郷
町
の
地
域
の
中
で
犯
罪
が
起

こ
っ
た
件
数
で
す
。
分
か
り
ま

す
？
豊
郷
町
に
は
た
く
さ
ん
の

大
型
店
舗
が
あ
り
ま
す
そ
の
中

で
町
外
、
以
外
か
ら
お
客
さ
ん

が
来
ら
れ
て
、
そ
こ
の
中
で
置

き
引
き
や
ら
接
触
の
事
故
や
ら

い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
豊
郷
町
は
災

害
、
犯
罪
件
数
が
多
い
ん
で
す
。

　
町
内
の
ひ
と
が
起
こ
し
て
お

ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
そ

れ
だ
け
は
し
っ
か
り
理
解
し
て
。

議
員
さ
ん
が
そ
う
い
う
こ
と
を

お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
た
ら
大
変

な
こ
と
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

第2次豊郷町地域福祉計画
　　　　　　　　について問う

長谷川  たかやす 議員
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次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

問

第
2
次
豊
郷
町
地
域
福
祉

計
画
に
つ
い
て
、
次
の
点
を
問

い
ま
す
。

○
子
供
、
若
い
世
代
が
元
気
に

活
躍
で
き
る
町
の
中
で
、
空

き
家
、
空
き
店
舗
の
有
効
な

活
用
で
町
は
ど
の
よ
う
な
協

力
を
す
る
の
か
。
協
力
・
補

助
を
具
体
的
に
問
う
。

○
若
い
世
代
が
住
み
続
け
た
く

な
る
地
域
づ
く
り
の
中
で
、

公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上

と
書
か
れ
て
い
る
が
、
あ
い

の
り
タ
ク
シ
ー
の
営
業
時
間

の
延
長
を
交
渉
す
る
の
か
、

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
導
入
す
る

の
か
。

○
災
害
時
の
要
支
援
者
へ
の
支

援
体
制
の
確
立
の
中
で
、
防

災
、
減
災
対
策
の
強
化
は
ど

の
よ
う
な
対
策
か
。

○
安
心
し
て
子
育
て
の
で
き
る

町
づ
く
り
の
中
で
、
交
通
安

全
対
策
、
防
犯
対
策
の
強
化

と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
実

施
す
る
の
か
。

○
若
い
世
代
の
流
出
に
つ
い
て
、

滋
賀
県
警
の
出
し
て
い
る
統

計
の
中
で
治
安
状
況
が
よ
く

な
い
、
そ
う
い
う
点
を
他
町
、

他
地
域
の
人
か
ら
言
わ
れ
る

の
が
﹁
イ
ヤ
﹂
で
住
み
た
く

な
い
と
言
う
人
も
少
な
く
な

い
、
防
犯
対
策
の
強
化
と
い

う
の
な
ら
ど
の
よ
う
な
対
策

を
取
っ
て
い
く
の
か
お
答
え

く
だ
さ
い
。

答

治
安
の
問
題
で
す
が
豊

郷
町
の
地
域
の
中
で
犯
罪
が
起

こ
っ
た
件
数
で
す
。
分
か
り
ま

す
？
豊
郷
町
に
は
た
く
さ
ん
の

大
型
店
舗
が
あ
り
ま
す
そ
の
中

で
町
外
、
以
外
か
ら
お
客
さ
ん

が
来
ら
れ
て
、
そ
こ
の
中
で
置

き
引
き
や
ら
接
触
の
事
故
や
ら

い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
豊
郷
町
は
災

害
、
犯
罪
件
数
が
多
い
ん
で
す
。

　
町
内
の
ひ
と
が
起
こ
し
て
お

ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
そ

れ
だ
け
は
し
っ
か
り
理
解
し
て
。

議
員
さ
ん
が
そ
う
い
う
こ
と
を

お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
た
ら
大
変

な
こ
と
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

第2次豊郷町地域福祉計画
　　　　　　　　について問う

長谷川  たかやす 議員
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問

障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域

で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
一
つ

の
手
だ
て
と
し
て
、
移
動
支
援

事
業
が
あ
り
ま
す
が
、

①
町
内
の
方
が
利
用
し
て
い
る

事
業
所
は
い
く
つ
か
。

②
登
録
さ
れ
て
い
る
利
用
者
数

と
、
の
べ
利
用
回
数
は
。

答

①
移
動
支
援
事
業
所
は
12

ケ
所
。

②
利
用
者
数
は
23
人
、
延
べ
で

6
4
8
回
で
す
。

問

障
が
い
の
あ
る
人
は
移
動

の
困
難
さ
ゆ
え
に
外
出
を
控
え

が
ち
に
な
り
ま
す
が
、
地
域
で

自
立
し
た
生
活
を
行
え
る
よ
う

に
と
障
が
い
者
地
域
総
合
支
援

法
の
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
事
業
が

移
動
支
援
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
日
、
取
り
上
げ
た
い
の
は
施

設
入
居
者
の
問
題
で
す
。
あ
る

施
設
に
入
居
さ
れ
て
い
る
人
が

申
請
し
て
も
豊
郷
町
で
は
利
用

で
き
な
い
と
い
う
実
態
が
あ
り

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ
施
設

に
入
居
し
て
い
る
他
の
自
治
体

で
は
利
用
が
出
来
る
と
。
同
じ

サ
ー
ビ
ス
が
な
ぜ
、
豊
郷
町
で

は
受
け
ら
れ
な
い
の
か
。

答

彦
愛
犬
地
域
で
共
同
で
実

施
し
て
い
る
事
業
で
す
の
で
、

統
一
し
た
ル
ー
ル
作
り
を
検
討

し
た
い
。

問

こ
の
サ
ー
ビ
ス
が
豊
郷
で

も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
関
係

者
の
会
議
で
提
起
を
。

答

彦
愛
犬
地
域
の
会
議
で
提

案
を
し
て
い
き
た
い
。

問

ご
み
削
減
目
標
の
実
現
に

つ
い
て
問
い
ま
す
。
ご
み
の
処

理
方
式
に
つ
い
て
は
、
今
、
広

域
行
政
組
合
で
議
論
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
要
は
ご
み
を
ど
れ
だ

け
削
減
で
き
る
か
に
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
昨
年
度
の
ご
み
減
量
の

実
績
を
明
ら
か
に
し
て
下
さ
い
。

答

令
和
4
年
度
の
一
人
一
日
あ

た
り
の
ご
み
の
排
出
量
は
目
標

6
7
9
グ
ラ
ム
に
対
し
て
実
績

が
7
4
7
グ
ラ
ム
と
68
グ
ラ
ム

増
え
て
い
ま
す
。

問

ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
町

民
・
企
業
・
行
政
な
ど
が
一
体

と
な
っ
て
ご
み
減
量
に
取
り
組

む
、
仮
称
で
す
が
、﹁
ご
み
15
％

削
減
目
標
達
成
町
民
大
作
戦
﹂

に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
い
う

事
を
提
案
す
る
。

答

提
案
の
﹁
町
民
大
作
戦
月

間
﹂
に
つ
い
て
は
、
近
隣
で
は

愛
荘
町
が
昨
年
度
ま
で
﹁
ご
み

強
化
月
間
﹂
を
実
施
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
の
で
、
本
町
も
参
考

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問

ご
み
15
％
削
減
は
、
広
域

組
合
自
身
が
決
め
た
目
標
で
す

か
ら
、
こ
の
実
現
に
向
け
て
具

体
的
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

答
﹁
ご
み
減
量
強
化
月
間
﹂
の

取
り
組
み
は
、
担
当
課
で
も

今
年
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
豊
郷
町

廃
棄
物
等
減
量
推
進
協
議
会
の

委
員
さ
ん
に
知
恵
を
借
り
な
が

ら
実
施
し
て
行
き
た
い
。

移動支援事業の拡充を

ルール作りを検討したい

取
り
組
ん
で
行
き
た
い

ご
み
15
％
削
減
町
民
大
作
戦
の

実
施
を

鈴木  べんいち 議員
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次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

議
会
広
報
常
任
員
会
委
員
長
就
任
あ
い
さ
つ
／
9
月
議
会
の
予
定
／
編
集
後
記

問

町
営
住
宅
は
、
法
の
定
め

に
基
づ
く
低
所
得
者
に
対
し
て

安
い
家
賃
で
賃
貸
す
る
た
め
、

条
例
や
規
則
に
基
づ
き
管
理
を

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。（
そ
こ

で
5
点
の
質
問
を
し
、
そ
の
回

答
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。）

答

①
要
件
は
、
管
理
条
例
第

5
条
の
入
居
資
格
に
該
当
す
る

方
と
な
り
、公
開
抽
選
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。
②
家
賃
は
毎
年
入

居
者
の
収
入
申
告
で
計
算
、
決

定
し
て
い
ま
す
。
③
入
居
資
格

は
、
入
居
時
の
み
で
次
年
度
以

降
に
収
入
超
過
者
と
な
っ
た
場

合
、
家
賃
が
前
年
度
よ
り
高
く

算
定
さ
れ
ま
す
。
④
連
帯
保
証

人
の
定
期
的
確
認
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
入
居
者
が
滞
納
に

な
っ
た
場
合
は
保
証
人
の
状
況

を
調
査
し
ま
す
。
ま
た
、
連
帯

保
証
人
の
滞
納
に
つ
い
て
は
、

入
居
時
以
降
の
把
握
は
出
来
て

い
ま
せ
ん
。
⑤
町
長
が
用
途
外

使
用
を
承
認
し
た
ケ
ー
ス
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問

連
帯
保
証
人
の
確
認
を
し

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、

1
番
重
要
な
と
こ
ろ
だ
と
思
う
。

何
年
か
に
1
回
は
調
べ
る
べ
き

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
で
は
住
宅

入
居
の
審
査
委
員
会
は
現
在
も

有
る
の
か
無
い
の
か
、
組
織
構

成
や
人
数
は
ど
う
か
。
高
所
得

者
で
あ
っ
て
も
出
ら
れ
な
い
方

が
お
ら
れ
て
、
住
め
な
い
方
が

お
ら
れ
る
の
に

替
わ
っ
て
あ
げ

た
ら
ど
う
や
ろ

う
な
と
い
っ
た

声
も
聞
き
ま

す
。
低
額
者
と

高
額
者
の
区

分
、
件
数
、
金

額
を
お
答
え
下

さ
い
。

答

連
帯
保

証
人
は
債
権

回
収
時
に
重
要

で
、
定
期
的
な

確
認
は
必
要
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
が
、
入
居
者

が
滞
納
し
た
場
合
に
限
っ
て
請

求
行
為
を
行
う
た
め
、
原
因
が

な
い
と
調
査
が
困
難
な
場
合
も

あ
り
ま
す
。
今
後
、
定
期
的
な

調
査
は
必
要
だ
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
公
営
住
宅
家
賃

の
額
は
最
高
8
1
，3
0
0
円
で

8
軒
、
最
低
8
，6
0
0
円
で

68
軒
。
収
入
枠
が
8
項
目
8
段

に
分
か
れ
、
そ
の
中
で
の
家
賃

算
定
と
な
り
ま
す
。
住
宅
運
営

委
員
会
は
現
在
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

公
開
抽
選
と
い
う
形
で
行
っ
て

い
ま
す
。

問

収
入
超
過
者
や
高
額
所
得

者
に
該
当
す
る
場
合
の
条
例
改

正
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え

る
が
、
ど
う
か
。

答

明
け
渡
し
努
力
義
務
と
い

う
こ
と
で
、
条
例
に
﹁
収
入
超

過
者
の
方
は
明
け
渡
す
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
書

い
て
あ
り
、
今
に
沿
っ
て
い
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
今
後
何
か
必

要
な
点
等
を
ご
指
摘
い
た
だ
け

れ
ば
改
正
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

町営住宅の入居と管理を問う

連帯保証人の定期的調査は必要と認識
かわい  勇 議員
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次
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、
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5
点
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を
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、
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回
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次
の
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答
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は
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管
理
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第
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入
居
資
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該
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す
る
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な
り
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開
抽
選
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を
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ま
す
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入
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が
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途
外

使
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承
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し
た
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ス
は
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ま
せ
ん
。

問

連
帯
保
証
人
の
確
認
を
し

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
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1
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重
要
な
と
こ
ろ
だ
と
思
う
。

何
年
か
に
1
回
は
調
べ
る
べ
き

じ
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な
い
で
す
か
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で
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住
宅

入
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の
審
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会
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在
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9
月
9
日︵
月
︶
　開
　会

9
月
10
日︵
火
︶
　一
般
質
問

9
月
12
日︵
木
︶
　予
算
決
算
常
任
委
員
会

9
月
13
日︵
金
︶
　予
算
決
算
常
任
委
員
会

9
月
17
日︵
火
︶
　総
務
産
業
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　常
任
委
員
会

9
月
18
日︵
水
︶
　文
教
民
生
常
任
委
員
会

10
月
2
日︵
水
︶
　再
　開

＊
時
間
は
い
ず
れ
も
9
時
か
ら
で
す
。

＊
傍
聴
は
誰
で
も
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越

し
下
さ
い
。
議
場
は
3
階
で
す
。

＊
日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

99
月
議
会
の
予
定

月
議
会
の
予
定

ご意見・ご感想を
　 教えてください
　とよさと議会をお読みになってのご感想
や議会について
ご意見などがあ
れば豊郷町議会
まで教えてくだ
さい。

 gikai@town.toyosato.shiga.jp
☎ 0749－35－8130

本
田
　
き
よ
は
る

　
こ
の
度
、
前
委
員
長
の
辞
職
に
伴
い
ま
し
て
、
議

会
広
報
委
員
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
豊
郷
町
は
、
面
積
が
県
下
で
一
番
小
さ
く
、
有
効

に
活
用
す
れ
ば
町
民
の
み
な
さ
ん
の
声
が
議
会
に
届

き
や
す
い
自
治
体
で
も
あ
り
ま
す
。
広
報
﹃
と
よ
さ

と
議
会
﹄
で
は
、
町
民
の
願
い
が
議
会
で
ど
の
よ
う

に
議
論
さ
れ
て
い
る
の
か
、
町
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
を

議
会
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
御
要

望
に
で
き
る
だ
け
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
議
員
の
方
々

の
協
力
を
得
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
広
報
﹃
と
よ
さ
と
議
会
﹄
を
是
非
お
読

み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

8
月
に
入
り
猛
暑
の
毎
日
が
続
き
ま
す
が
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
議
会
広
報
常
任
委
員
会
で
は
、
年
間
4
回︵
定
例

議
会
終
了
後
︶広
報
誌
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

　
広
報
委
員
会
は
、
皆
様
方
に
豊
郷
町
議
会
の
活
動

を
知
っ
て
頂
く
為
に
何
度
も
委
員
会
を
開
催
し
広
報

誌
の
発
行
に
向
け
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
、
豊
郷
町
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
頂
き
、
行

政
運
営
に
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
頂
け
る
と
幸
い

で
す
。

議
会
広
報
常
任
委
員
　
前
田
　
広
幸

編
集
後
記
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